
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：活気あふれる街瀬波まちづくり推進協議会 

 

  

  

 １０月２０日（日）瀬波地域コミュニテ

ィセンター及び瀬波体育館、それに瀬波児

童館にて、ふれあいフェスタＩＮせなみ

（瀬波地区文化祭）を開催しました。当日

はさわやかな晴天になり、大勢の方が訪

れ、会場はにぎわっていました。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいフェスタＩＮせなみ 

（瀬波地区文化祭） 

オープニングは村上第一中学校吹奏楽部による演奏から。「希望

の空」「残酷な天使のテーゼ」ほか３曲を演奏していただきまし

た。 

新潟城春会 瀬波ひまわりによる大正琴演奏 

「白い色は恋人の色」「リンゴ追分」と昭和の

懐かしい曲の演奏に観客の皆さんは酔いしれ

ました。 

村上マジッククラブ 

華麗なマジックに子供たちは釘づけでした。 

瀬波保育園の年長さん・年中さん 

元気いっぱいな踊りを披露してくれました。 

瀬波地域コミュニティセンターウクレレサークル 

「上を向いて歩こう」と「プア・カーネーション」

の2曲演奏しました。 

「がくや姫」 

かぐや姫の曲を中心に昭和の懐かしいフォークソングを

演奏していました。 

トリは瀬波温泉潮太鼓子若連。2年ぶりの出場で、大小

の和太鼓の音が体育館いっぱいに響き渡ってました。 

「村上ボッサクラブ」 

ブラジルの風が感じられました。 

アロハ・アイランダース 

南国の島の香り漂う演奏でした。 



 

児童館1階では、わくわくキッズコーナ

ーが開設され、多くの親子連れが訪れて

いました 

瀬波地域コミュニティセンター

1 階ロビーでは、「瀬波湊と北前

船展」と題した写真や船の模型の

展示などが行われていました。 

瀬波地区住民からの絵画、瀬波保育園児の絵、生け花、絵手紙、書道、ち

ぎり絵等の作品が児童館 2 階に展示され、会場は立派な作品に彩られて

いました。 

水ヨーヨー釣り、ポップコーン、わ

たあめ、それに駄菓子屋やパン、カレ

ー等の販売が行われました。恒例のも

ちつきも行われ、つきたて餅のコーナ

ーには長い列ができ、会場は賑やかな

雰囲気に包まれていました。 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会事務局： 村上市瀬波上町４番１号（瀬波地域コミュニティセンター（いこ～て瀬波）内）  

担当：高橋（村上市自治振興課瀬波地域担当） 

【TEL】５３－２００５ 【FAX】５３－５５５７（瀬波地域コミュニティセンター兼用） 

【URL】http://www.senami-machikyo.net  【メール】info@senami-machikyo.net 

保健師通信 
みなさん、こんにちは。昼夜の寒暖差も大きくなり、少しずつ冬の訪れを感じるようになりました。私

は昨年この時期に風邪を引いたので、今から暖かい格好と手洗いうがいで風邪予防をしたいと思います。

みなさんも気を付けてくださいね。 

 

 

B さんは今年の健診の時に私に「脳梗塞になった」と話してくれました。今回は、そんな B さんの体

験をみなさんにご紹介します。 

ある日、普段通り仕事に行こうとしていた B さんは、突然ふらつき歩けなくなくなったそうです。何

とか歩こうとするもしりもちをついてうまく立てず、そのうちに嘔吐もありました。Bさんは、耳からく

るめまいの病気（メニエール病）だと思い、すぐに良くなると思っていました。しかしふらつきや吐き気

は治まらず、這って車に乗り自分で病院へ行きました。病院での診断は【脳梗塞】でした。先生に「もう

少し遅かったら危なかった」と言われたそうです。幸いにも B さんは、自分で生活することができてい

ます。しかし、体のバランスが保てずふらついたり、左目だけ涙が止まらない等の後遺症があるそうです。 

 このお話を聞いて私は、まず B さんの命が無事でよかったと思いました。B さんは、手遅れになって

しまう人がいないように、自分の話で少しでもみなさんのお役に立てるなら…と、この通信に載せること

を快諾してくださいました。Bさん、いつもありがとうございます。 

 

【市と瀬波地区の現状】 

 平成 29年度の市の死因を見ると、脳血管疾患は第５位 

（84人）でした。がんや心疾患と比べると少ないですが、 

安心はできません。脳梗塞はこれからの時期とても怖い病 

気ですが、普段の生活で予防できることもあります。 

 

 

村上市役所 保健医療課 健康支援室 瀬波担当保健師 大滝菜摘 ☎５３－２１１１（内線２４４２ 

 

 瀬波地区青少年健全育成会では、瀬波地域コミュニティセンター、

瀬波児童館を会場に、第５５回百人一首かるた大会を開催します。 

 この大会は、育成会創立当初から行われてい

るもので、学年ごとに第１部から第３部（中学生

は第４部）に分かれ、３人１組のチーム対抗戦

（第４部は個人戦）で競技が行われます。 

  

緊張感ただよう会場での子どもたち

の真剣な表情は、とても素晴らしいも

のがあります。また、「おしるこ」の無料

サービスも予定していますので、選手

の応援にぜひお越しください。 

第５５回百人一首かるた大会 

日時：令和元年１２月１５日（日）午前８時から 

（瀬波体育館にて開・閉会式） 

会場：瀬波地域コミュニティセンター会議室、瀬波児童館 

※駐車場が狭いので、乗り合わせや徒歩でお越しください 

大滝保健師の 

脳梗塞を体験したBさんからの学び 

次回の 

保健師通信に 

続きます。 

http://www.senami-machikyo.net/

